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東京都民のエイズに関する知識と受容的態度および

社会的指標の3年間の変化に関する研究

稲垣 智一

目的　東京都における一般住民の，エイズの感染経路と抗体検査の知識およびエイズ患者・HIV感染者へ

の受容的態度の経時的変化と関連要因を評価するために以下の調査研究を行った。

方法　1992年12月から1995年1月の間に3回の訪問面接調査を実施した。対象者は各調査ごとに東京都民か

ら無作為抽出した（有効回答数2,700，有効回答率63.2％）。回答は点数化し，性年齢階級別（男女別，

15から19歳（以下，10歳代と記す），20歳代，30歳代，40歳代，50歳代，60歳代）の12群について群間

の差と年次的推移を解折し，さらに社会的指標との関係についても考察した。

成績　感染経路の知識の点数は10・20・30歳代で高く，調査期間の始めと終わりの間で7群（男性10・20・

60歳代，女性10・20・30・50歳代）で増加，5群（男性30・40・50歳代，女性40・60歳代）で減少した。

抗体検査の知識の点数は30・40歳代で高く，11群（女性30歳代を除くすべての群）で増加したが，9群

（男性10・20・30・40歳代，女性10・20・30・40・50歳代）で第3回調査での減少がみられた。受容的

態度の点数は10・20・30歳代で高く，すべての群で増加し3群（男性10歳代，女性40・50歳代）で有意

であった。受容的態度と感染経路の知識との関係では，第1回調査で11群（男性50歳代を除くすべての

群），第2回で9群（男性10・20・30・40・50歳代，女性20・40・50・60歳代），第3回で6群（男性

20・30歳代，女性10・20・30・50歳代）が有意な正の相関を示した。調査期間を通しての両者の年次的

推移では6群（男性10・20・60歳代，女性10・20・50歳代）で相関係数が0.7を越える相関を認めた。

同様に，受容的態度と受容と差別の新聞記事数の年次的推移では10群（男性のすべての群，女性20・

30・40・50歳代）で相関係数が0.7を越える相関を認めた。

結論　東京都民のエイズの知識量は若年層で増加傾向にあるが，中高年層で減少の懸念がある。また，受容

的態度には感染経路の知識量およびマスメディア情報の量と内容が関係していることが示唆された。
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